
三

多

摩

方

言
ア

ク
セ

ン

ト

の

推

移

lま

め

じ

三多摩方言アクセントの推移

三
多
摩
地
方と
は
東
京
都
西
部の
北
多
摩・
南
多
摩・
西
多
摩三
郡と
市

部
をい
い 、
関
東
山
地
が
武
蔵
野に
接
す
る
山
間
部か
ら
平
野
部に
か
け
て

の
地
域に
当
た
る 。
南
多
摩
地
区の
半
分と
西
多
摩
地
区
は
山
間
部で 、
古

く
か
ら
木
材・
木
炭・
石
灰
等を
産
し
特に
西
多
摩か
ら
山
梨
県に
か
け
て

は
東
京
都の
水
源
地
帯と
も
なっ
て
い
る 。
そ
し
て
山
地と
平
野の
接
す
る

所に
は
八
王
子・
青
梅・
五
日
市な
ど
の
渓口
集
落が
発
達
し
た 。
北
多
摩

地
区
は
平
野
部で
地
下
水に
乏
し
く 、

古レ
集
落は
狭
山
丘
陵の
雨
後と
か

多
摩
川
北
岸の
よ
う
な
地
域に
固まっ
て
い
る 。
国
府の
あっ
た
府
中
も
多

摩
川
沿い
で
あ
る 。
北
多
摩に
は
近
年
住
宅
や
工
場の
進
出が
目
立っ
て
来

た 。私は
昭
和
三
O
年
か
ら三
十
五
年
ま
で
の
問 、
三
多
摩
地
方
及
び
隣
接
三

県 、
八
四
地
点で
音
韻・
ア
ク
セ
ン
トの

調
査を
行
なっ
た 。

話
者は一
地
点で
老・
中・
青・
少の
各
年
令
庖
で
数
名
ずっ 。
調
査し

た
市
町
村は
次の
通
り
で
あ
る 。

〔
東
京
都〕

北
多
摩
地
区
||

立
川
市・
府
中
市・
昭
島
市・
国
分
寺
町・
砂
川
町・
村

山
町・
大
和
町・
東
村
山
町・
小
平
町・
清
瀬
町・
久
留
米
町・
保
谷

、、'EE--­'/

 

滋

子

林

町・
回
無
町

南
多
摩
地
区
||八

王
子
市・
町
田
市・
日
野
町・
由
木
村・
多
摩
村・
稲

城
村

西
多
摩
地
区
ーーー

青
梅
市・
福
生
町・
羽
村
町・
瑞
穂
町・
秋
多
町・
日
の

出
村・
五
日
市
町・
檎
原
村・
奥
多
摩
町

〔
隣
接
県〕

埼
玉
県
||

所
沢
市・
飯
能
市・
入
間
郡
名
莱
村

神
奈
川
県
||

相
模
原
市・
津
久
井
郡
藤
野
町

山
梨
県
||

北
都
留
郡
上
野
原
町・
同
小
菅
村・
悶
丹
波
山
村

な
お
右の
市
町
村の
方
言は
関
東
西
部
方
言の
特
色
を
備
え 、
あ
る
地
点

が
特に
異
な
る
方
言
を
持つ
と
い
うこ
と
は
無い 。
こ
の
地
域の
ア
ク
セ
ン

トは
東
京
式ア
ク
セ
ン
トの

特
徴を
備
え 、
周
辺の
甲
府
市の
よ
う
な
ア
ク

セ
ン
トか

ら 、
現
在
東
京
語の
ア
ク
セ
ン
トに

移
ろ
う
と
し
て 、
両
者の
中

間の
姿
を
示
し
て
ト
る 。
金
田一
春
彦
氏は
以
前 、
三
多
摩の
数か
所で
ア

ク
セ
ン
ト

を
調
査
さ
れ
た
(「
関
東
地
方
に

於
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の

分
布
」

『
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
』

所
載 、

昭
日)

。

以
下に
述べ
よ
うと

す
る
の
は 、
私の
調
査で
知
り

得た 、
三
多
摩
方
言

ア
ク
セ
ン
トの

推
移
す
る
姿で
あ
る 。

調
査の
際
使
用
し
た
ア
ク
セ
ン
ト

調
査
語
奨
表 、
こ
の
報
告
中の
用
語
及
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び
表
記
法
は
平
山
輝
男
先
生
に
従
う

(
『
日
本
語
音
調
の
研
究
』
・

『
全
国
ア

ク
セ
ン
ト

辞
典
』)

。

な
お

、

三
多
摩
地
方
の
大
部
分
の
方
言
で
は
ガ
行
鼻
濁
音
を
有
し 、

ま

た
母
音
の
無
声
化
も
あ
る

の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
が

、

以
下
の
記
述
で
は
す

べ
て
そ
れ
ら
を
書
き
分
け
な
い

。

高
く
発
音
さ
れ
る
音
節
に
傍
柏献
を
付
す

場
合 、

さ
が
り
め
は
省
略
し
た
。

名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

【一
背
節
名
詞】

O
V
型
(
平
板
型)

柄
・

蚊
・

毛

(
I)

名
・

莱
・

日
(
E)

。
マ
型
(
頭
高
型)

帆
・

世
(
I)
矢
(
E)

絵
・

尾・
木

(
E)

註

mw
-

V
は
高
く
発
音
さ
れ
る
音
節
を 、

0
・

マ
は
低
〈
発
音
さ
れ
る

音
節
を
示
す
。

(

)

内
の
数
字
は
語
類
を
示
す
。

類
に
よ
る
対
立・
統
合
は
H
同\
闘
で
あ
る
(
東
京
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

K
お
い
て
も
問
機) 。
こ
の
う
ち
「
日」
(
E)
は
ふ
つ
う
ヒ
ガ
で
あ
る
が 、

土
含
「 .
を
意
味
す
る
場
合 、

前
に
語
が
付
く
と
ア
ノ
ヒ
ワ
(
あ
の
日
は)

の
よ
う
に
型
が
変
わ
る 。

「
世」
(
I)
に
は
年
令
差
が
あ
る 。
山
間
部
の
中
年
層
以
上
に
ヨ
ガ
が
あ

り 、
他
は
ヨ
ガ
で
あ
る 。
な
お
東
京
都
内
で
は
明
治
時
代
ヨ
ガ
(
山
田
美
妙

『
日
本
大
辞
書
』)

、

現
在
ヨ
ガ
で 、

山
間
部
の
中
年
回
以
上
は
古
い
こ
と
が

わ
か
る 。

第一
類・
第
二
類
の
諮
が
平
板
型
で
あ
る
中
で
「
帆」
「
世」
「
矢」
は一
政

高
型
で
あ
る
が 、
他
に
も
「
柄」
を
頭
高
型
に
言
う
小・
中
学
生
が
あ
る 。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
口
市
あ
ま
り
伎
わ
な
い
認
で
あ
る
か
ら 、
他
の
類
の
同

点目
語へ
の
類
推
に
よ
り
個
別
変
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。

【
二
音
節
名
詞】

O
@
V
型
(
平
板
型)

飴・
蟻
・

烏
賊

(
I)

O
@
マ
型
(
尾
高
型)

石
・

岩
・

歌

(
E)

足
・

網
・

泡

(
E)

@
O
マ
型
(
頭
高
型)

斧
(
直)

跡
・

莱
・

息

(
町)

秋
・

汗
・

雨
:・

(V)
 

類
に
よ
る
対
立・
統
合
は
][
\
同
国\
弓
〈
で
あ
る
(
東
京
語
の
ア
ク
セ

ン
ト
で
も
問
綴)

。

「
北」
「
下」
「
寺」
「
人」
(
宜)
の
四
語
は
尾
高
型
と
平
板
型
と
の
こ
つ

の
型
を
持
つ 。
元
来
こ
れ
ら
は
尾
高
型
で
あ
る
が 、
年
令
府
に
よ
り
異
な

り 、
一
般
的
に
は
年
令
貯
の
上
の
方
が
尾
高
型 、
下
の
方
が
平
板
型
で
あ

る 。
ま
た
地
域
的
に
は
北
多
摩
郡
が
よ
り
多
く
平
板
型
を
持っ
て
い
る 。
従

っ
て
こ
れ
ら
の
語
は 、
現
在
尾
高
型
か
ら
平
板
型へ
移
り
つ
つ
あ
る
と
言
え

る 。
同
様
な
変
化
は
東
京
都
内
(
清
水
郁
子
氏
の
調
査)
や
甲
府
市
な
ど
で

も
起
こ
っ
て
お
り 、
ア
ク
セ
ン
ト

そ
の
も
の
の
変
化
と
み
る
こ
と
が
で
き

る 。
三
多
摩
で
は
こ
の
変
化
は
若
い
年
代 、
平
野
部
か
ら
始
ま
っ
て
い
る 。

「
梨」
パ
E)
は
山
梨
県
に
平
板
型
が
聞
か
れ
る
が
若
い
年
代
か
ら
尾
高一
型

に
統
合
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る 。

「
神」
「
雲」
(
E山
の
二
一治
は 、
も
と
他
の
第
三
類
語
と
同
じ
尾
高
型
で
あ

っ
た
も
の
が 、
現
在
の
東
京
と
同
じ
頭
高
型
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
も
の
で
あ

る 。
こ
の
二百
円は
京
都
で
次
の
よ
う
に
変
化
し
た 。

ギ
安
末
期
(
『
類
車内
名
義
抄
』)

カ
ミ 、

ク
モ

江
戸
初
期
(
『
補
忘
氾
』)

カ
ミ 、

ク
モ

現
代
京
都

カ
ミ 、
ク
モ

32 



三多摩方言アクセントの推移

東
京
語に
お
い
て
は 、
第
三
類
語は
江
戸
初
期の
型か
ら
現
在の
よ
う
な

尾
高
型に
変
化
し
た
もの
と
思
わ
れ
る
が 、
東
京
式ア
ク
セ
ン
ト

の
地
域の

中で
も
甲
府で
は
「
斧」
「
神」
「出序」
が 、
松
本
で
は
「
斧」
「
岸」
が
現

在
も
頭
高
型で
あ
る
(「
斧」
は
東
京で
も
頭
高
型) 。
「
神」
「
雲」
は
東
京

都
内で
は
頭
高
型に
変
化
し 、
三
多
摩
地
方で
も
その
変
化の
後
を
追っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
そ
し
て
三
多
摩に
お
け
る
尾
高
裂
か
ら
頭
高
型へ
の

変
化に
は
地
域
差
・

年
令
差が
あ
る
(「
雲」
の
ア
ク
セ
ン
ト

分
布
図
多
照) 。

山
間
部で
あ
る
西
多
摩
郡
及
び
隣
接
県に
古い
型
(尾
高
裂)
が
残る
が 、

その
中で
も
東
京と
行
き
来の
多い
所
(
青
梅
市
な
ど)
で
は 、
新
しい
型

(頭
高
型)
を
早
く
か
ら
取
り

入
れ
て
い
る 。
平
野
部は一
般に
早
く

新し

く
な
る
が 、
特に
中
央
線
治
線に
その
傾
向
が
著
しい 。
一
方 、
年
令
差で

は 、
年
令
胞が
下
る
に
つ
れ
て
尾
高
型
が
減っ
て
頭
高
型
が
ふ
え 、
中
年
層

と
青
年
層と
の
聞に
著
しい
相
違が
見
ら
れ
る 。
中
年
層で
は
全
般に
尾
高

型の
方が
多
く

青
年
層で
は
頭
高
型の
方が
多い 。
こ
れ
ら
は
分
布
図か
ら

も
わ
か
る
通
り 、

非
常に
速い
速
度で
変
化
し
て
い
る
もの
で
あ
る 。

「
坂」
(E)
は
ほ
と
ん
ど
尾
高
型
で
あ
る
が 、
青
梅
市の
旧
青
梅
町の

み
頭
高
型
で
あ
る 。
こ
れ
も
青
年
層
以
下で
は
尾
高
型
が
ふ
え
て
きつ
つ
あ

る 。
東
京
都
内で
は
下
町の
青
少
年
胞に
頭
高
型
が
多
く

聞か
れ
る
(
清
水

稲
子
氏
の
調
査
「
東
京
ア
ク
セ
ン
ト

の
近
況
」

音
声
学
会
会
報
釘
)

。

「
露」
(V)
は
第五
類
語
中の
唯一
の
例
外
で
(
第五
類
語
は
ふ
つ
う

頭
高
型)
頭
高
型の
他に
平
板
型
が
あ
る(
稀
に
は
尾
高
型
も) 。
山
梨・
神

奈
川
両
県に
は
頭
高
型
が
多
く
(
甲
府・
松
本で
は
頭
高
型)
三
多
摩の
山

間
部に
は
尾
高
型
が
少
し
あ
り 、

平
野
部
で
は
年
令
層の
上の
方
が
平
板

型 、
下の
方が一政
高
型で
あ
る 。
都
内で
は
一政
高
型 。
足
首向
型と
平
板
型と

は
こ
の
地
域
独
自
で
発
生
し
た
もの
の
よ
う

で
あ
る 。
従っ
て
三
多
摩で
は

次の
よ
う
な
変
化
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
み
るこ
と
が
で
きよ
う 。

頭
高
型
↓(
尾
高
型)
l

平
板
型
l

一切
高
型

こ
の
変
化は
ア
ク
セ
ン
ト

変
化の一
般
的
な
方
向
を
示し
て
い
る
(
金
田

一

春
彦
氏
に
よ
れ
ば
，

ア
ク
セ
ン
ト

の
山
後
退
の
変
化
H

及
び
P

語
頭
隆
起

の
変
化
グ

文
学
詑
)

。

以
上の
よ
うに 、

二
音
節
名
詞の
ア
ク
セ
ン
ト

は
ほ
と
ん
ど
東
京と
同じ

で 、
異
な
る
もの
も
東
京
語の
ア
ク
セ
ン
ト
と
同
じ
に
な
りつ
つ
あ
る
とい

うこ
と
が
で
き
る 。

【三
音
節
名
詞】

O
@
@
V
型
(
平
板
型)

筏
・

錨
・

田
舎
:
e

(
I)

間・
桜
・
0

(
E)
黄

金
(
E)

梢・
畑
(
町)

油・
旅
(
V)

兎
・

鍛
・

狐
:・

(
WH)

慈
・

後
ろ
・

薬

・
(
WU)

O
@
@
マ
型
(尾
高
型)

麓
(
I)

小
豆
・

毛
抜
き
・

二
つ
:

(
E)

力

(E)
頭・
恨み・
扇

(町)

O
@
O
マ
型
(
中
高
型)

小
麦
(E)
五つ
・

思い・
域。

(
町)
心
・

柱
・

枕
(
V)

§
0
0
マ
型
(
頭
高
型)

え
く
ほ
・

緑
(
E)

栄
螺
(
直)

胤
(
W)

蝶
・

胡
瓜
・
ざ
く
ろ

(
V)

烏
・

高
さ
・

狸・

(明日)
蚕・
兜・
便
り
e

(mu)

右の
よ
うに 、

比
較
的
統一
の
と
れ
て
い
る
の
は
第一
類の
平
板
型
だ
け

で 、
第二
t七

類
は一
つ
の
類の
中で
も
語に
よっ
て
い
くつ

か
の
型に
わ

か
れ 、
類に
よ
る
対
立・
統
合は
整
然と
し
て
い
ない 。
ま
た
二
つ
以
上の

異
な
る
型
を
持ち 、
年
令
差や
地
域
差の
あ
る
諾
が
三
音
節
名
詞に
は
特に
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多い 。
以
下
そ
れ
らの
お
も
な
もの
を
記
す 。

「
欠
伸」
(
I)
は
山
梨
県の一
部と
南
多
摩の一
か
所で
頭
高
型に
発
音

さ
れ
る
が 、
三
多
摩で
は
ふ
つ
う

東
京
都
内
と
同
じ
平
板
型で
あ
る 。
な
お 、

三
多
摩の
山
間
部と
隣
接
県で
は「
あ
け
び」
の
こ
と
を
ア
ク
ピ
と
言
う

が 、

山
梨
県
丹
波
山
村で
は
こ
の
語の
ア
ク
セ
ン
ト

も
ア
ク
ピ
ガ
で
あ
る 。

「
翼」
(E)
は
中
年
層
以
上に
ツパ
サ
ガ
と
い
う

頭
高
型
が
関か
れ
る

が 、
一
般に
は
平
板
型で
あ
る 。
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
ない
語 。

「
小
麦」
(
E)
は
中
高
型
が
現
在
多い
が 、
平
板
型に
移
ろ
う
と
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
語で
あ
る 。
西
多
摩
地
区
と
隣
接
県の
中
年
層
以
上で
は
ほ

と
ん
ど
中
高
型 、
他は
次
第に
平
板
型
が
ふ
え
て
きて
い
る
よ
う

だ 。
都
内

で
は
こ
の
変
化
が
か
な
り

進ん
で
い
る 。

「
は
た
ち」
(E)
は
三
音
節
名
詞に
存
在
す
る
四つ
の
型
を
全
部
持っ
て

い
る 。
都
内で
頭
高
型 、
甲
府・
松
本で
は
平
板
型の
語
で
あ
る 。
三
多
摩

で
は
平
板
型
が
最
も
多
く 、

頭
高
型
が
そ
れ
に
次い
で 、
東
京と
その
周
辺

地
域の
両
方の
型
を
持つ 。
西・
南
多
摩
地
区の
老・
中
年
層に
は
平
板
型

が
多
く 、
北
多
摩
地
区の
青
少
年
層に
は
頭
高
型
が
多い 。
従っ
て
こ
の
語

の
ア
ク
セ
ン
ト

は 、
周
辺の
平
板
型
か
ら
東
京
都
内の
頭
高
型に
移
りつ
つ

あ
り 、

過
渡
期の
現
象と
し
て
尾
高
型
や
中
高
型
が
現わ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る 。

「
林」
「
東」
「
鎚」
「
拳」
(町)
の
四
訟
は
尾
高
型
か
ら
平
板
型に
変
化

し
つ
つ
あ
る 。
こ
れ
は
二
音
節
名
詞
第二
類の
「
北」
「
下」
「
寺」
「
人」

の
変
化
と
共
通
で
あ
る 。

「
万」
(
町)
は
ほ
と
ん
ど
尾
高
型で
あ
る
が 、
山
間
部の
老・
中
年
同川に

中
高
型
が
関か
れ
る 。
渡
辺町円問
美
雄
氏の
報
告に
よ
れ
ば
(「共
通
語
と
山

梨
県
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
相
違」
『音
声の
研
究』
所
載 。
昭勾) 、
こ
の
語
は

山
梨
県
下で
は
中
高
型に
な
る
町
村が一
般
的
だ
と
い
うこ
と
で
あ
る 。
ま

た
清
水
氏の
都
内で
の
調
査に
よ
れ
ば 、
東
京で
は
新しい
型と
し
て
中
高

型が
存
在
す
る 。一二
多
摩に
あ
る
中
高
型は
新しい
型と
は
考
え
ら
れ
な

い 。
現
在
は
尾
高
型に
統
合
さ
れつ
つ
あ
る
と
み
るこ
と
が
で
き
る 。

「
瓦」
(
W)
は
周
辺
地
区と
同
じ
頭
高
型か
ら
東
京と
同
じ
平
板
型に
移

ろ
う
と
し
て
い
る 。
今は
ま
だ
頭
高
型が
多い 。

「
心」
(V)
は 、
三
多
摩
及
び
隣
接
県で
は
中
高
型で
安
定
し
て
い
る

が 、
都
内で
は
中
年
層
以
下に
尾
高
型
が
目
立っ
て
い
る
とい
う 。

「
紅
葉」
「
蕨」
(
以
上
第四
類)
「
朝日」
「
命」
「
涙」
「
火
箸」
「
枕」

(
以
上
第五
類)
の
七
語
は 、
甲
府・
松
本
な
ど
と
同
じ
中
高
型か
ら
東
京

都
内と
同
じ
頭
高
型に
移
りつ
つ
あ
る
もの
で
あ
る 。
こ
の
う
ち
「
蕨」
は

埼
玉
県
名
栗
村で
稀に
平
板
型
も
聞か
れ 、
「
枕」
は
西
多
摩
郡日
の
出
村

の一
部に
尾
高
型に
発
音
さ
れ
る
地
域が
あ
る 。
こ
の
こ
語
が
わ
ずか
な
例

外
で
あ
る 。

東
京
都
内で
も
古い
型と
し
て
は
中
高
型が
考
え
ら
れ
る 。
三
多
摩
地
方

に
お
い
て
こ
れ
ら
七
語の
ア
ク
セ
ン
ト

の
分
布
を
見る
と 、
地
域
差・
年
令

差に
つ
い
て
次の
こ
と
が
言
え
る 。

ω
中
高
型と
頭
高
型の
二つ
が
存
在
し 、
平
野
部に
頭官同
型が
目
立
ち 、

山
間
部に
中
高
型
が
多い 。

間
老・
中
年
四附で
は
中
高
型の
方が
多
く 、
青
少
年
層で
は
頭
高
裂の
方

が
多い 。

そ
し
て
全
体
的に
は
ま
だ
中
高
型の
方が
多い
の
で
あ
る 。
で
は 、
ど
こ

の 、
ど
ん
な
年
代か
ら
新しい
型
を
取り
入
れ
て
行
くの
か
と
い
う
と 、
七
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三多摩方言アクセントの推移

語
に
共
通
し
て
次の
順
位で
新
しい
型
を
取
り

入
れ
て
い
る
と
言え
る 。

①
北
多
摩
地
区
青
少
年
層

②
南
多
摩
地
区
青
少
年
層

③
北
多
摩
地
区
老・
中
年
層

④
西
多
摩
地
区
青
少
年
層

①
南
多
摩
地
区
老・
中
年
層

⑤
西
多
摩
地
区
老・
中
年
層

右の
順
位
は 、
地
区・
年
令
層
別に
各
型の
現わ
れ
る
剖
合に
よ
り

定め

た
もの
で
あ
る 。
こ
の
順
位
は 、
変
化
し
つ
つ
あ
る
他の
語
に
つ
い
て
も
同

様で 、
特に
①と
⑥は
語に
よっ
て
ほ
と
ん
ど
動か
ない 。

次
に 、
七
語の
う
ち
ど
ん
な
語
か
ら
新しい
頭
高
型に
な
る
の
か 、
頭
高

型に
言
う

人の
多い
順に
七
語
を
並べ
る
と
次の
通
り
で
あ
る 。

①
命
②
蕨
③
紅
葉
④
涙
⑤
朝日
⑥
火
箸
⑦
枕

こ
の
七
語
の
他に
「
火
鉢」
「め
が
ね」
「わ
さ
び」
等
も
中
高
型か
ら
頭

高
型に
移
ろ
う
と
し
て
い
る 。

「
油」
(
V)
は
都
内で
は
平
板
型 、
甲
府・
松
本で
は
中
高
型の一請
で 、

三
多
摩で
は
その
両
方
を
持ち 、
稀に
頭
高
型
も
あ
る 。
頭
高
型は
わ
ずか

で 、
こ
の
地
域の
み
の
現
象と
し
て
中
高
型の
前の
型
を
示
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る 。
中
高
型
は
商・
南
多
摩
地
区の
老・
中
年
層に
か
な
り
あ
り 、

他

は
大
体
平
板
型で
あ
る 。
従っ
て
全
般
的に
は 、
周
辺
地
区の
中
高
型か
ら

東
京
都
内の
平
板
型に
移
りつ
つ
あ
る
と一一言
うこ
と
が
で
き
る 。

「
柱」
(
V)
は
中
高
型
が
非
常に
多い 。
周
辺
地
区
も
中
高
型で 、
新し

い
裂
と
し
て
は
頭
高
型と
尾
高
型
が
見
ら
れ
る 。
都
内で
は
こ
れ
は
平
板
型

で
あ
る 。
変
化
しつ
つ
あ
る
語
が
ほ
と
ん
ど
東
京
語の
ア
ク
セ
ン
ト
と
同
じ

に
な
りつ
つ
あ
る
の
に
反
し
て 、
こ
の
語
は
異
な
る
型に
向かっ
て
い
る
よ

う
に
見え
る 。
し
か
し
都
内で
も
尾
高
型
も
聞か
れ
る
よ
うで
あ
る
か
ら 、

大
勢は
東
京
語の
ア
ク
セ
ン
ト
と
同
じ
に
なっ
て
行
くと
思
わ
れ
る 。
ま
た

一政
高
型にき一口
うの

は
他の
中
高
型
J

頭
高
型の
変
化
を
し
て
い
る
語へ
の
類

推に
よ
る
もの
と
も
考
え
ら
れ 、
後に
は
や
は
り

都
内の
よ
う
な
型に
向か

う
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る 。

「
穆」
(V)
は
北・
南
多
摩
地
区
で
は
ほ
と
ん
ど
現
在の
東
京と
同
じ
尾

高
型で
あ
り 、

西
多
摩
地
区に
は
尾
高
型と
頭
高
型
が
あ
る 。
各
地
共
稀に

平
板
裂
も
あ
る 。
甲
府・
松
本で
は
平
板
型 、
明
治の
東
京で
も
平
板
型で

あ
る 。
西
多
摩
地
区
で
は
今は
頭
高
型
が
多い
が 、
青
少
年
胞に
い
く
ら
か

尾
高
型
が
あ
る
の
で 、
新しい
型と
し
て
は
尾
高
型で
あ
ろ
う 。

「
鯨」
(租)
は
頭
高
型
が
非
常に
多い 。
都
内で
は
平
板
型 、
山
梨
県で

も
そ
う

で
あ
る 。
三
多
摩
地
方で
は
ほ
と
ん
ど
が
頭
高
型で 、
北・
南
多
摩

地
区の
青
少
年
層に
平
板
型が
聞か
れ
る
が 、
そ
れ
も
先に
述べ
た
「
涙」

の
グル
ー

プ
や
「
雲」
と
比べ
る
と
目
立
た
ない 。
ま
た 、
東
京と
交
流の

多い
八
王
子
市・
青
梅
市・
所
沢
市の
青
少
年
層で
も
頭
高
型で
あ
り 、
日

常
そ
れ
ほ
ど
使
用
し
ない
諮で
も
あ
る
か
ら 、
東
京の
平
板
型へ
の
変
化は

そ
れ
ほ
ど
急に
は
行
な
わ
れ
ない
だ
ろ
うと

思
わ
れ
る 。

「
椿」
(
羽)
は
東
京と
同
じ
頭
高
型の
他に
尾
高
型
が
聞か
れ
る 。
頭
高

型は
北
多
摩
地
区の
ほ
と
ん
ど
全
部と
所
沢
市 、
多
摩
川
本
流
沿い
の
地
域

に 、
中
央
を
東
西に
走
る
帯
状の
分
布
を
示し 、
その
両
側に
尾
高
型
が
あ

る 。
青
少
年
層で
は
頭
高
型の
地
域が
広がっ
て
来て
い
る 。

三
音
節
名
詞の
ア
ク
セ
ン
ト

は
こ
の
よ
うに

変
化しつ
つ
あ
る
が 、
その

変
化の
方
向
を
み
る
と 、
次の
よ
うに

言え
る 。
東
京と
周
辺
との
ア
クセ
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ン
ト

が
異
な
る
もの
で 、
三
多
摩の
ア
ク
セ
ン
ト

が
その
中
間に
位
す
る
一請

が
多い 。
い
く
ら
か
の
例
外
は
あ
る
が 、
そ
れ
ら
も
東
京
語の
ア
ク
セ
ン
ト

の
影
響
を
受
け
るこ
と
が
今
後
多
く
な
る
だ
ろ
う
し 、
そ
う
な
る
と
東
京で

変
化
す
れ
ば
三
多
摩で
も
続い
て
変
化
す
る
こ
と
が
当
然
考
え
ら
れ
る 。
ま

た
裂
で
は 、
平
板
型に
属
す
語
と
一政
高
型に
属
す
諮
が
ふ
え 、
尾
高
型に
属

す
語
と
中
高
型に
属
す
語
が
減る
傾
向に
あ
る 。
三
音
節
名
詞一
四三
語
に

つ
い
て 、
各
型の
勢
力
分
野の
変
化
を
見る
と
次の
よ
う

で
あ
る 。
老・
中

年
層に
行
な
わ
れ
る
もの
を
変
化
前と
し 、
青少
年
層に
行
な
わ
れ
る
もの

を
変
化
後
と
す
れ
ば 、(

平
板
型)

(
尾
高
型)

(
中
高
型)

(
頭
高
型)

「
変
化
前

六
七
語

三
二
一浩

二
二
一浩

二
二
語

-
変
化
後

七
七
語

コ一
O語

凹垣間

三
二
語

と
なっ
て 、
型
その
もの
の
安
定
性とい
う

問
題が
出て
く
る 。
こ
の
変
化

の
し
か
た
は
地
域に
よっ
て
差
が
あ
る
が 、
老・
中
年
層の
ア
ク
セ
ン
ト

は

保
守
的で
あ
り 、

青
少
年
同胞に
な
る
と
新しい
型の
地
域が
広がっ
て
きて

い
る 。

【
四
音
節
名
詞】

こ
こ
で
は
「
雷」
「
鋸」
「
居
眠り」
「
足
音」
等の
い
わ
ゆ
る
A
型
B
型

ア
ク
セ
ン
ト

に
つ
い
て
述べ
る 。
満
田
新一
郎
氏に
よ
れ
ば(「い
わ
ゆ
る
A

裂
B
型
ア
ク
セ
ン
ト
は
ど
う
な
っ
た
か
」
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
論
叢
』

所
載

。

昭
幻)
東
京
都
内に
お
い
て 、
B
型(
O
物
像
Oマ
型)
は
次
第に
A
型
(
O

@
胸躍
@
マ
型)
の
領
域を
侵
しつ
つ
あ
り 、

都
心
よ
り

周
辺へ 、
更に
地
方

へ
と
進
出
す
る 、
その
た
め
人々
は
A
型B
型に
対し
て
の
はっ
き
り
し
た

態
度
を
失お
う
と
し
て
い
る 。
私が
調
査し
た
三
多
摩
地
方は
東
京の
周
辺

に
当
た
る
か
ら 、
都
内よ
りA

型
が
多い
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
た 。
実
際は

三
多
摩で
は
ま
だ
ほ
と
ん
どA
型で
あ
る 。
「
雷」「
鋸」「
居
眠り」「
足
音」

の
四
語に
お
い
て 、
B
型
が
割
合
現わ
れ
た
地
域は
南
多
摩
地
区
で 、
北
多

摩
地
区
で
も
埼
玉
県
寄りの
地
域で
はA
型
を
残し
て
い
る 。
中
年
層
以
上

の
人々
は
ほ
と
ん
ど
すべ
て
A
型
し
か
持っ
て
い
ない 。
一
個
人に
お
い
て

は
大
体
ど
ち
ら
か
の
型に
安
定
し
て
お
り 、

満
田
氏が
示し
た
よ
う
な
都
内

で
の
混
乱は
三
多
摩に
は
及
ん
で
い
ない
よ
うに岡山

わ
れ
た 。
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動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

〔二
音
節
動
詞】

O
@
型
(
平
板
型)
言
う・

行
く

居る

為
る
(
I)

(ユ
ウ・
ユ
ウ
ト

キ・
イ
ワ
ナ
イ・
イ
オ
1・

イ
イマ
ス・
イッ ，

タ・
イ
イニ
イ
ク・
イ
イニ
イ
ク・
イエパ・
イエ・
イ
ワ
ナ
カ

ッ
タ・
イ
ワ
ナ
カッ
タ)

⑧
O
型
(頭
高
型)
会
う・

編
む

見る

来
る
(E)

(ア
ウ・
ア
ウ
ト

キ・
ア
ワ
ナ
イ・
ア
オ
l・

ア
イ7
ス・
ア
ッ

タ・
ア
イニ
イ
ク・
ア
エ
パ・
ア
エ・
ア
ワ
ナ
カッ
タ)

類に
よ
る
対
立は
東
京
語の
ア
クセ
ン
ト
と
同
じ
く
H\同
で 、
動
詞の

場
合は
名
詞と
異
な
り

非
常に
整
然と
し
て
い
る 。

第二
類
語の
中で 、
第一
音
節の
母
音が
無
声
化
す
る
語
は
音
声
的に
ア

ク
セ
ン
ト

の
さ
が
り
め
が一
つ
後ろへ
ず
れ
るこ
と
が
あ
る 。
例
え
ば
「
吹

く」
は
ふ
つ
う

第一
音
節の
母
音が
無
声
化
す
る
た
め
に 、
フ
ク
が
フ
クの

の
よ
うに
な
るこ
と
が
あ
る 。
反
省
的に
は
頭
高
型で
あ
るの
が
ふ
つ
う

で

あ
る
が 、
語に
よっ
て
例
え
ば
「
来
る」
の
過
去「
来た」
は
反
省
的に
も



キ
タ
で
あ
る
人
が
あ
る。
無
声
化の
少
ない
山
梨
県に
は
こ
の
傾
向は
ほ
と

ん
ど
無い。

第一
類
語は
活
用
形
も
都
内と
同
じ
で
あ
る
が、
次の
二
つ
の
形が
少し

異
な
る。
即ち一
つ
は
「
平
板
型
動
詞の
連
用
形+
tに
行く」、
他は「
平

仮
型
動
詞の
未
然
形+
lなかっ
た」
で
あ
る。
三・
四
音
節の
平
板
型
動

詞に
つ
い
て
も
同
織の
こ
と
が
言
え
る。

ま
ず
「
平
板
型
動
詞の
連
用
形+
iに
行
く」
は、
都
内の
イ

引4引列

(
言
い
に
行
〈)
型の
他に、一二
多
摩で
は
イ
イ-一
イ
ク
型の
よ
う
な
?
こ

の
前に
さ
が
り
め
が
あ
る
型
が
あ
り、
こ
れ
は
西・
南
多
摩
地
区の
む
し
ろ

青
少
年
層に
多い。
長い
こ
と
ば
を
平
坦に
言
うの
を
嫌っ
て、
途
中で
高

さの
変
化
を
持た
せ
よ
うと
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か。
な
お
「由員し
に
行

く」
の
よ
うに
「
買
う」
とい
う
終
止
形
が
ウ
で
終わ
り、
その
前の
母
音

が
広い
もの
は
カ
イニ
イ
ク・
カ
イニ
イ
ク・
カ
イニ
イ
クの
三つ
の
型
を

持つ。次に
「
平
板
型
動
詞の
未
然
型
+
tな
かっ
た」
は
東
京の
イ
ワ
ナ
カy

タ
(
言
わ
な
かっ
た)
型の
他に、
イ
ワ
ナ
カッ
タ
型の
よ
う
な、
さ
が
り

め
が一
つ
後ろへ
ず
れた
型
を
持つ。
年
令
胞の
上の
方と
か
交
通の
不
便

な
山
間
部な
ど
は
ほ
と
ん
どこ
の
イ
ワ
ナ
カッ
タ
型で
あ
る。
次
第に
東
京

都
内の
よ
う
な
イ
ワ
ナ
カッ
タ
型に
移
る
と
恩わ
れ
る
が、
さ
が
り
め
を一

つ
後ろへ
ず
ら
し
た
型
は
ま
だ
勢
力が
強い。
こ
の
現
象は=一
音
節以
上の

平
板
型
動
詞に
もあ
り、
ま
た
「
平
板
型
形
容
認の
連
用
形+
iた」
(
例

「
赤
かっ
た」)
の
分
布と
も
共
通で
あ
る。

【三
音
節
動
詞】

O
@
修
型
(
平
板
型)
上
が
る・
遊ぶ

三多摩方言アクセン ト の推移

明け
る

(I)
違
う
(E)

(ア
川引・
ア
ソ
プ
ト
キ、
ア
ソパ
ナ
イ・
ア
川利l・
ア
川叶

7
ス・
ア

川刈列・
ア

川町斗刊引・
ア
川叫-一
イ
ク・
ア
川ペ

パ・
ア
ソベ・
ア
ソパ
ナ
カッ
タ・
ア
ソバ
ナ
カッ
タ)

O
@
O
型
(
中
高
型)
余る・
起こ
す

生
きる

掛け
る

(E)

歩
く・
隠
す
(E)

(オコ
ス・
オコ
ス
ト
キ・
オコ
サ
ナ
イ・
オコ
ソ
1・
オコ
シ

マ
ス・
オコ
シ
タ・
オコ
シニ
イ
ク・
オコ
セパ・
オコ
セ・
オ

コ
サ
ナ
カッ
タ)

@
O
O
型
(頭
高
型)
帰る・
通る
(宜)
参る
(直)

(カエ
ル・
カエ
ル
ト
キ・
カエ
ラ
ナ
イ・
カ
判叫l・
カ
判川

7
ス・
カエ
ッ
タ・
カエ
レパ・
カエ
ラ
ナ
カッ
タ)

頭
高
裂の
語は
少
な
く、
類に
よ
る
対
立・
統
合は
同\回
同
と
言
え
る

(
東
京
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
い
て
も
同
線)

。

二
音
節
動
詞の
と
こ
ろ
で
述べ
た
よ
うに
「
平
板
型
動
詞の
連
用
形+
ー

に
行
く」
は
三
音
節
動
詞に
お
い
て
も二
つ
の
型
を
持つ。
例、
東
京
都
内

で
は
ア
ソ
ピニ
イ
ク(遊
び
に
行
く)、
三
多
摩で
は
ア
ソ
ピニ
イ
ク・
ア
ソ

ピニ
イ
ク。
ま
た
「
洗
う」
の
よ
うに
終
止
形が
ウ
で
終わ
り、
その
前の

母
音が
広い
動
詞の
連
用
形に
「
tに
行く」
が
付い
た
場
合は、
都
内の

ア
ラ
イニ
イ
ク
(
洗い
に
行
く)
の
他に
ア
ラ
イニ
イ
ク・
ア
ラ
イニ
イ
ク

と
い
う
型
を
持つ
こ
と
も二
音
節
動
詞の
場
合と
同
様で
あ
る。

「
平
板
型
動
詞の
未
然
形+
iな
かっ
た」
は、
都
内の
ア

刈ぺ判
カツ

タ
(遊
ば
な
かっ
た)
型の
他に、
三
多
摩で
年
令
層の
上の
方
及び
山
間

部に
は
ア
ソパ
ナ
カッ
タ
型
が
あ
るこ
と
も二
音
節
動
詞と
共通で
あ
る。

「
付け
る」
(E)
の
過
去
「
付け
た」
は、
第一
音
節の
母
音が
無
声
化

'J7 



す
る
た
め 、
し
ば
し
ば
ツ
ケ
タ
の
よ
うに
さ
が
り
め
を一
つ
後ろへ
ず
ら
し

て
言レ 、
こ
れ
は
反
省
的に
もツ
ケ
タ
で
あ
る
人
が
多
く 、
か
な
り
固
定
的

で
あ
る 。

「
帰
る」
(E)
は
大
部
分の
地
域で
都
内と
同
じ
カエ
ル 、
山
梨
県と
南

多
摩
地
区の一
部に
カエ
ル
が
聞か
れ
る 。
甲
府・
松
本で
は
カ
エ
ル 、
カ

エ
ル
の
地
域で
も
若い
人
は
ほ
と
ん
ど
頭
高
型で
あ
る
か
ら 、
周
辺
地
区
も

次
第に
その
よ
うに
な
る
と
考
え
ら
れ
る 。
ま
た 、
カエ
ル
の
地
域で
も
日

常
語
と
し
て
は
ケ
1ル

の
よ
うに

頭
高
型に
発
音
さ
れ
る 。

「
歩
く」
(E)
は
現
在ほ
と
ん
ど
中
高
型で
あ
る 。
山
梨・
神
奈
川
両
県

と
そ
れ
に
接
す
る
西・
南
多
摩
地
区ち
は
中
年
層
以
上に
アル
ク
と
い
う

頭

高
型
が
聞か
れ
る(
老
人
で
ア
リ
ク
と
言
う
人
も
あ
る) 。
山に
よっ
て
隔て

ら
れ
た
所で
も 、
峠に
よ
る
交
通
が
苦
行
な
わ
れ
て
い
た
所で
は 、
互に
影

響
を
及ぼ
し
合っ
て
い
たこ
と
が
わ
か
る 。
こ
の
頭
高
型
は
都
内
(
明
治・

現
在
と
も)
や
埼
玉
県 、
そ
れ
に
北
多
摩
地
区に
は
見
当た
ら
ず 、
専
ら
山

梨
県 、
神
奈
川
北
部の
あ
た
り
に
分
布
す
る 。
青
少
年
層で
も
頭
高
型に
言

う
入
が
あ
る
が 、
反
省
的
型
を
求め
る
と 、
中
高
型
も
持っ
て
い
る
が
頭
高

型の
方が
自
然
だ
と
答
え
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で 、
今
後
は
都
内の
よ
う
な
中

高
型に
なっ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る 。
ま
た
頭
高
型
は
奥
多
摩
町・

五
日
市
町
な
ど
県
境
を
少
し
離
れ
た
地
域に
も
散
見さ
れ
る
が 、
こ
れ
は
音

頭
高
型
が
もっ
と

広
く

分
布
し
て
い
た
名
残で
あ
ろ
う

か 。

「
入
る」
(E)
は
伝
統
的
なハ
イル
に
対し
て 、
ハ
イル
も
現わ
れ
て
い

る 。一二
多
摩の
中
央
部
(
南
北に
長い
地
域)
で
は
年令
層に
関
係
無
くハ

イル
が
現わ
れ 、
一
個
人で
も
混
同
が
起こっ
て
きて
い
る 。
三
多
摩
全
体

と
し
て
は
青
少
年
層か
らこ
の
混
同
が
起こっ
て 、
今
後
もハ
イル
が
ふ
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う

か 。

【四
音
節
動
詞〕

O
@
府機
物
型
(
平
板
型)
窺
う・

疑
う

与
え
る

(
I)

(ウ
カ
ガ
ウ・
ウ
カ
ガ
ウ
ト

キ・
ウ
カ
ガ
ワ
ナ
イ・
ウ
カ
ガ
オ
l・

ウ
カ
ガ
イ7
ス・
ウ
カ
ガッ
タ・
ウ
カ
ガ
イニ
イ
ク・
ウ
カ
ガ
イ

ニ
イ
ク・
ウ
カ
ガ
イニ
イ
ク・
ウ
カ
ガエ
パ・
ウ
カ
ガエ・
ウ
カ

ガ
ワ・ナ
カッ
タ・
ウ
カ
ガ
ワ
ナ
カッ
タ)

O
②
@
O
型
(
中二
高
型)
噺
る・
憐
れ
む

唱
え
る
(
I)
集
ま
る・

怪し
む

集め
る:
e

(E)

(アツ
7
ル・
ア
ツマ
ル
ト

キ・
ア
ツ7
ラ
ナ
イ・
ア
ツマ
ロ
1・

ア
ツ7
リ7
ス・
ア
ツマ
ッ

タ・
ア
ツ7
レパ・
ア
ツ7
レ・
ア

ッマ
ラ
ナ
カッ
タ)

第一
類
語に
は
人に
よ
り

平
板
型で
あっ
た
り
中二
高
型で
あっ
た
り

す

る
語
が
あ
る
(「
従
う」
「養
う」
「亡
び
る」
等) 。
平
板
型
動
詞の
活
用
形

に
「
iに

行
く」・「
tな

かっ
た」
が
付い
た
と
き
都
内と
異
な
る
型
も
あ

る
こ
と
は
二・
三
音
節
動
詞と
同
様で
あ
る 。

「
助
け
る」
(E)
の
過
去
「
助
け
た」
は
第二
音
節の
母
音が
無
声
化
す

る
た
め
に
型
が
変
わ
り 、

他の
語の
よ
う
な
タス
ケ
タ
で
な
く
タス
ケ
タ
で

あ
る
の
が
ふ
つ
うで
あ
る 。
無
声
化の
少
ない
山
梨
県で
は
タス
ケ
タ
で
あ

る 。
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四

形
容
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

門二
音
節
形
容
詞】

調
査し
た
「
無い」
「
良い」
の
二
一請は
い
ず
れ
も
@
O
型(
一政
高
型)
で



三多摩方言アクセントの推移

あっ
て
東
京
都
内と
変
わ
り

無い 。

(
イ
イ・
イ
イ
モ
ノ・
イ
イ
ダ
ロ
l・
ヨ
カロ
l・
ヨ
ク
ナル・

ヨ
カッ
タ・
ヨ
ク
テ・
ヨ
ケレパ)

【
三
音
節
形
容
詞】

O
@
崩御
型
(平
板
型)
赤い・
浅い・
厚い

(
I)

(ア
カ
イ・
ア
カ
イ
モ
ノ・
ア
カ
イ
ダロ
l・

ア
カ
カロ
1・

ア

カ
ク
ナル・
ア
カ
カッ
タ・
ア
カ
カッ
タ・
ア
カ
ク
テ・
ア
カ
ケ

レパ・
ア
カ
ケ
レパ)

O
@
O
型
(
中
高
型)
熱い・
黒い・
白い
・:

(E)

(ア
ツ
イ・
ア
ツ
イ
モ
ノ・
ア
ツ
イ
ダロ
l・

ア
ツ
カロ
l・

ア

ツ
ク
ナル・
ア
ツ
カッ
タ・
ア
ツ
ク
テ・
ア
ツ
ケ
レバ)

@
O
O
型
(頭
高
型)
多い
(
E)

(
オ
l

イ・
オ
i

イ
ト

キ・
オ
l

イ
ダロ
1・

オ
オ
カロ
l・

オ

ー
ク
ナル・
オ
i

カッ
タ・
オ
ー
ク
テ・
オ
l

ケレパ)

右の
う
ち「
多い」(宜)
は
第二
音
節
を
高
く
し
に
くい
た
め
例
外
的に

頭
高
裂
に
なっ
た
と
い
え
る 。
類に
よ
る
対
立
は
H\H円
で
あ
り

東
京
語の

ア
ク
セ
ン
トに

お
い
て
も
同
様
で
あ
る 。

第一
類の
平
板
型の
語の
活
用
形の
う
ち
「
過
去
形」 、
「
仮
定
形+
ば」

(
例
「
赤
かっ
た」
「赤
け
れ
ば」)
に
は 、
東
京
都
内の
ア
カ
カッ
タ
型 、
ア

カ
ケレパ
型
の
他に
ア
カ
カッ
タ
型 、
ア
カ
ケ
レバ
型
が
あ
る 。
こ
の
よ
う

に 、
三
多
摩
で
東
京
よ
り
も
さ
が
り
め
を一
つ
後ろへ
ず
ら
し
た
型
は 、
四

音
節
形
容
詞に
も
共通
で
あ
る 。
こ
の
型の
分
布は
「
平
板
型
動
詞の
未
然

形
+
t

な
かっ
た」
(イ
ワ
ナ
カッ
タ
裂
と

什叶州
刑ツ
タ
型)
と
ほ
ぼ
同

じ
で 、
ほ
と
ん
ど
の
地
域で
ア
カ
カッ
タ
型 、
ア
カ
ケレパ
型
で
あ
る 。
し

か
℃こ
れ
も
青
少
年
層に
都
内と
同じ
ア
カ
カッ
タ
型 、
ア
カ
ケ
レパ
型
が

か
な
り

現わ
れ
て
い
るこ
と
か
ら 、
次
第に
都
内と
同
じ
よ
うに

変
わっ
て

行
く
もの
と
思
わ
れ
る 。

第二
類の
中
で 、
第一
音
節の
母音
が
無
声
化
す
る
「
深い」
「
低い」

「
近い」
の
三
語
は 、
活
用
形
で
他の
語
が
頭
高
型
で
あ
る
場
合
も
第一
音

節が
低
く

発
音
さ
れ
る 。
例
え
ば
「
黒い」
の
活
用
形
で
は
クロ
カッ
タ・

クロ
ク・
クロ
ケレパ
が
ふ
つ
う

で
あ
る
の
に
対し
て
「
近い」
の
活
用
形

で
は
チ
カカッ
タ・
チ
カ
ク・
チ
カ
ケレパ
で
あ
る 。
な
お
東
京
都
内
その

他に
クロ
カッ
タ・
クロ
カッ
タ
と
い
うこつ
の
型
が
あ
る
が 、
三
多
摩で

は
クロ
カッ
タ
だ
け
で
あ
る 。
都
内で
の
クロ
カッ
タ
担は
青
少
年
層に
聞

か
れ
る
型の
よ
う

で
あ
る 。

【
四
音
節
形
容
詞】

O
@
@
@
型
(
平
板
型)
悲
し
い
(I)

(
カ
ナ
シ
イ・
カ
判刈イ
ト

キ・
カ
ナ
シ
イ
ダロ
l・

カ

到バパ別

ロ
l・

カ
ナ
シ
ク
ナル・
カ
ナ
シ
カγ
タ・
カ
ナ
シ
カッ
タ・
カ

ナ
シ
カッ
タ・
カ
ナ
シ
ク
テ・
カ
ナ
シ
ク
テ・
カ
ナ
シ
ケレパ・

カ
ナシ
ケ
レバ・
カ
ナシ
ケレパ)

O
@
@
O
型
(
中二
高
型)
危
うい・

空しい-

(
I)

詳しい・
親し

い・
:

(E)

(
ク
ワ
シ
イ・
ク
叶刈イコ
卜・

ク
ワ
シ
イ
ダロ
l・
ク

列刈刻

ロ
l・
ク
ワ
シ
ク
ナ
イ・
ク
ワ
シ
カッ
タ・
ク
ワ
シ
ク
テ・
ク
ワ

シ
ケレパ)

こ
の
よ
うに

ほ
と
ん
ど
の
語
が
中二
高型
で
あ
る
が 、
第一
類の
「
危
う

い」
「
空しい」
「
尊い」
等は
中
年
層
以
上で
平
板
型
を
持つ
人
も
あ
る 。
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な
お 、
シ
ク
活
用の
形
容
詞
は 、
シ
の
無
戸
化
す
る
活
用
形で
は
さ
が
り

め
が
シ
の
前に
あ
る
型
と
後に
あ
る
型
と
を
持つ
(「
詳
し
かっ
た」
に
お
い

て
も

ク
ワ
シ
カ
ッ
タ

の
他
に
ク
ワ
シ
カ
y
タ
が
現
わ
れ
る)
。

五

ま

と

め

以
上 、
三
多
摩
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

につ
い
て
概
観し
た 。
こ
こ
で
ま
と
め

2 |J|亙
音
韻
論
的
記
述

一一一一一一」一一一_，一一一l一一一一一一」一一一|一一一1-1一一一1-1

\
O\ 

\
OJ\ 

\
O
O\ 

\
O
OJ\ 

\
OJ
O\ 

3 

\
O
OJ
O\ 

\
O
O
O\ 

\
O
O
OJ\ 

\
OJ
O
O\ 

柄(
I)

帆(I
飴(I

石(E)
跡(WH

名(E )
内の
ロ
ーマ

数
字は
話
相訓

:主五日口j例

1!1.� 

筏(
I)
間(E)
黄
金(
班)
畑(W)
簾(V)

兎(W)
慈(刊)
遊ぶ(
I)

違
う(E)

赤い(I

麓(I
小
中一久(直)

歩
く(E)

矢(E

絵(E

北(E

日
う{
I)

足(直
秋(V)
会
う(E)

小
豆(E

頭(W

五つ(W

熱い(E

え
くぽ(E)

飽(E)
嵐(町)

烏(
WH)

鯨(
刊)

帰る(E)

多い(E)

心(
V)
余
る(E)

胡
瓜(V)

参
る(E)

て
その
ア
ク
セ
ン
ト

体
系
を
示せ
ば
上の
通
り

で
あ
る 。
代
表と
し
て
青
梅

市
首
梅
中
年
照の
ア
クセ
ン
ト

を
と
り 、

三点目
節
語ま
で
記
す 。

こ
の
よ
う

に
三
多
摩
方
言ア
クセ
ン
ト

は 、
体
系と
し
て
は
東
京市問の
ア

ク
セ
ン
ト
と
同
じ
で 、
各
型の
所
属
詩
集に
い
く
ら
か
出
入
り

が
あ
る 。
名

詞の
各
音
節に
お
け
る
型の
数は
〔品目
節
数+
1〕

個で 、
明
瞭な
型の
区

別
を
持つ
こ
と
も
東
京
都
内と
等しい 。

調
査
語五
九
五垣間の
う
ち 、
四
音
節
名
詞
七
語
を
除い
た
五
八
八五四につ

い
て
東
京
語の
ア
ク
セ
ン
ト
と
比べ
て
み
る
と 、
五
三
六
語ま
で
が
東
京と

共
通 、
五
二
語
が
異
な
る
もの
で
あっ
た 。
こ
の
五
二
語
は
東
京
周
辺の 、
山

梨
県・
神
奈
川
県
な
ど
の
ア
ク
セ
ン
トか

ら
東
京
語の
ア
ク
セ
ン
トへ

移
行

す
る
途
中の
姿
を
示
し
て
い
る 。
語に
よっ
て
遅
速
が
あ
る
し 、
そ
れ
に

「
柱」
の
よ
うに

都
内と
異
なっ
た
型に
移
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
うに

見
え

る
もの
が
あっ
た
り

「
露」
に
お
け
る
平
板
型と
尾
高
型 、
「
油」
に
お
け

る
一盟問
型
等 、
コ一
多
摩
独
自の
型
が
現わ
れ
た
り

す
る
な
ど
の
現
象が
あ
る

に
し
て
も 、
こ
れ
ら
は
過
渡
期の
現
象で
あっ
て 、
結
局は
都
内と
同
じ
よ

う
に
な
る
もの
と
岡山
わ
れ
る 。
ほ
と
ん
ど
が一
語
ま
た
は
二
語
で
個
別に
変

化
し
て
い
る
が 、
中に
は
数
語
グル
ー

プ
に
なっ
て
同
じ

傾
向
を
持つ
もの

も
あ
る 。
二
音
節
名
詞
第二
類の
「
北」
「下」
:

が
尾
高
型か
ら
平
板
型

に
変わ
り

つ
つ
あ
る
こ
と 、
三
音
節
名
詞
第四
類・
第五
類の
「
紅
葉」

「
蕨」
「
朝日」
「
命」
:

が
中
高
型か
ら一政
高
型に
変わ
りつ
つ
あ
るこ

と
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る 。
その
変
化の
し
か
た
は 、
年
令
Mで
は
青
少
年
間

が
早
く
新しい
型
を
取
り

入
れ 、
中
年
肘
と
の
川に
著しい
相
逃が
ゐ
る
の

が
ふ
つ
う

で
あ
り 、

老
人
岡山は
古い
型
を
保っ
て
い
る 。
地
域
的に
は
平
好

部の
東
京
都
内に
近い
所は
平
く

新
しい
型
を
取
り

入
れ 、
交
通の
不
便
な
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三多摩方言アクセントの推移

地
域や
山
間
部で
は
士口い
型
を
保っ
て
い
る 。
そ
し
て
平
野
部の
老・
中
年

層よ
り
も
山
間
部の
青
少
年
層の
方が
古い
型
を
持つ
場
合
も
多
く
あ
る 。

ま
た
三
多
摩
内
部に
お
い
て
も 、
小
さ
な
地
域
社
会
で
は
東
京
都
内と
三
多

摩の
よ
う
な
新・
旧
の
関
係か
ら
見
出
さ
れ 、
例
え
ば
青
梅
市で
は 、
中
心

部が
既に
新
し
い
型に
なっ
て
お
り 、
その
周
辺の
旧
村
部で
は
古い
裂で

あ
る
と
い
う

語
が
多い 。
各
市
町
村
及
び
各
地
区に
東
京と
その
周
辺に
お

け
る
分
布の
縮
図と
いっ
た
もの
が
見
ら
れ
る
は
ずで
あ
る 。

こ
の
よ
うに

三
多
摩
方
言
ア
クセ
ン
ト

は 、
現
在
東
京
語の
ア
クセ
ン
ト

と
同
じ
に
な
りつ
つ
あ
る
が 、
東
京
都
内で
は
そ
れ
に
先ん
じ
て
今ま
た
新

し
い
変
化
を
起こ
し
始め
て
い
る 。
「
小
麦」
が
中
高
型か
ら
平
板
型へ 、

「
心」
が
中
高
型
か
ら
尾
高
型へ 、
「
万」
「
欽」
等が
尾
高
型か
ら
中
高
型

へ 、
「
黒
かっ
た」
「白
かっ
た」
等が
クロ
カッ
タ
型
か
ら
クロ
カッ
タ
型

へ
等々
(
い
ず
れ
も
清
水
氏
の
調
査
に
よ
る)
。

三
多
摩
地
方は
あ
ら
ゆ
る
面

で
東
京の
影
響
を
強
く

受
け 、
今
後ま
す
ま
す
交
流
が
多
く
な
る
地
域で
あ

る
か
ら 、
こ
こ
で
も
や
が
て
は
今
述べ
た
よ
う
な
年
令
層・
地
域の
順で
そ

の
変
化の
後
を
追
うこ
と
に
な
る
で
あ
ろ
うこ
と
が
予
想
さ
れ
る 。

論
文
作
成
に
当
た
っ
て
は
平
山
輝
男
先
生
の
御
指
導
を
受
け
た

。

ま
た

調
査
に
当
た
っ
て
は
三
多
摩
各
地
の
多
く

の
方
々
に

、

話
者
と
し
て

、

あ

る
い
は
話
者
の
紹
介
等
い
ろ
い
ろ
の
便
宜
を
は
か
つ
て
い
た
だ
く
な
ど
協

力
し
て
い
た
だ
い
た

。

合
わ
せ
て
深
く

感
謝
の
意
を
表
す
る
。

(
東
京
都
立
大
学
大
学
院
学
生)
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